














































ジェクトです。これはCAWSES(Climate And Weather of the Sun and Earth Sysmtem) 













会を 3回開催し、多数の市民の方々の参加を得、好評を博しました。 2007年 1月初日に
は設立総会を開催し、尾池和夫京大総長、田原博明京都府教育長、北村雅夫京大理学研究
科長をはじめとする多くの来賓の方々にご出席いただき、門出を祝っていただきました。
ここであらためて御礼申し上げます。 NPOは形の上では京大附属天文台と独立の組織で
すが、いわば附属天文台の応援団という位置づけで、急増する実習や見学の希望に対応す
るためにも、 NPOの協力が不可欠となりつつあります。 NPOはまだ生まれたばかりで事
務職員を雇う資金すら不足しているのが現状です。皆様のご支援よろしくお願い申し上げ
ます。
最後にさびしい話ですが、飛騨天文台・技術専門職員の石浦清美さんが、本年3月末を
もって定年退職となられました。石浦さんは、飛騨天文台創設以来42年間、縁の下の力
持ち役として、望遠鏡、観測装置器械、建物に至るまで維持整備にご尽力され、文字通り
中心となって飛騨天文台を支えて来られました。実は、飛騨天文台が現在の大雨見山に建
設されたのも、当時 (1964年)営林署に務めておられた石浦さんがサイト調査に来られた
斉藤澄三郎先生を大雨見山に案内したのが最初のきっかけだったということです。石浦さ
んのこれまでのご尽力ご貢献に深く感謝したいと思います。
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